












































































































































































国のロイド・ジョージ（Lloyd George, David）、米国のウィルソン（Wilson Harold）とル


















































































































































































































































№ 書名 出版社（発行所） ページ 発行年月 肩書・備考
1 青年に訴ふ 実業之日本社 全332 1923年3月
2 新忠義道（日本帝国の堅実味、東京市社会教育叢書、第3集） 東京市 51～70 1923年7月 紀元節祝賀講演会の演説筆記
3 現代生活の三大急所（大正維新と青年再版） 三光閣 63～80 1923年4月 青年向上会夏期講習会の講演要旨、東京市社会教育課長・東京市連合青年団常務理事
4 青年礼賛 文省社 全275 1924年10月 『青年に訴ふ』を修正・改題したもの
5 高山君の送別会にて（式辞挨拶十分間演説集） 大日本雄弁会講談社 73～76 1930年10月 前宮崎市長
6 独立前後のビルマ（宝庫ビルマの実情） 牧書房 29～55 1944年5月 ビルマ事情講習会講演要旨、陸軍司政長官
論文
№ 論文名 誌名・巻号 ページ 発行年月 肩書・備考
1 フロリダに武雷安氏を訪うて 雄弁、第7巻第8号 96～105 1916年7月 在米国
2 廿世紀の大山賊狩り 実業の世界、第13巻第5号 39～46 1916年7月 在米国
3 米国学生大会 開拓者、第11巻第10号 92～95 1916年10月 紐育市
4 西洋の執着と東洋の達観 道、第114号 30～37 1917年8月 マスター・オブ・アーツ
5 世界の悔改 道、第116号 27～33 1917年10月  
6 日本道徳の美点及長所 道話、第79号 37～43 1917年11月
7 宅の子供は馬鹿です？ 道話、第82号 40～45 1918年2月
8 眠、食、笑 道話、第84号 47～55 1918年4月
9 しかたがない 道、第120号 37～41 1918年4月
10 桑港から横浜まで 道話、第85号 37～44 1918年5月
11 米国の子供の立場と日本の子供の立場 道話、第88号 37～43 1918年8月
12 偉大なる瞬間 道話、第89号 41～46 1918年8月
13 誰か霊界の正位に立つ者ぞ 道、第125号 46～51 1918年9月 慶應義塾大学教授
14 大宰相ロイド・ジョージ論 道、第128号 39～45 1918年12月 慶應義塾大学教授
15 活気ある生活振り 道話、第93号 41～47 1919年1月 慶應義塾大学教授
16 哲人大統領ウィルソン論 道、第130号 26～37 1919年2月 慶應義塾大学教授
17 日本は美しい詩の国 道話、第96号 16～20 1919年4月 慶應義塾大学教授
18 人間の真の姿 道話、第97号 15～19 1919年5月 慶應義塾大学教授
19 大供主義 道話、第99号 20～25 1919年7月 慶應義塾大学教授
20 巨人ルーズベルト論 道、第131号 30～35 1919年3月 慶應義塾大学教授
21 仏国首相クレマンソーの人物論 道、第132号 34～38 1919年4月 慶應義塾大学教授
22 神の治療法 道話、第101号 9～14 1919年9月 慶應義塾大学教授
23 大自然の呼ぶ声 道、第137号 21～25 1919年9月 慶應義塾大学教授
24 待て暫し何たる麗しき光景ぞや 道話、第102号 27～31 1919年10月 慶應義塾大学教授
25 或る人々の修養談 道話、第103号 9～14 1919年11月 慶應義塾大学教授
26 五本の指の説 道、第140号 29～34 1919年12月 慶應義塾大学教授
27 世界思潮管見 道、第143号 34～41 1920年3月 慶應義塾大学教授
28 歩に非ず走るに非ず飛ぶなり 道話、第107号 22～28 1920年3月 慶應義塾大学教授
29 所感二則 道話、第109号 12～16 1920年5月
30 不景気と精神修養 道話、第112号 9～13 1920年8月
31 富士は見やうがある 道話、第113号 29～34 1920年9月
32 排斥の苦を嘗めつつある米国加州の日本人 道、第149号 22～29 1920年9月
33 社会人たるの自覚 道話、第115号 12～16 1920年11月 東京市労働課長
34 中央職業紹介所より見たる社会人心の諸相 道、第150号 35～41 1920年10月 東京市中央職業紹介所長
35 米国加州の排日に就て 道、第152号 27～35 1920年12月
36 積極主義 道話、第118号 18～22 1921年1月 東京市労働課長
37 職業神聖 道、第154号 33～41 1921年2月 東京市職業課長
38 積極主義 国民体育、第7巻第3号 14～15 1921年3月 東京市労働課長
39 細民生活の研究 道話、第121号 24～31 1921年4月 東京市社会局労働課長
40 汝の宝刀の切味如何 道、第156号 27～30 1921年4月
41 店員の修養娯楽機関設備方法 実業之日本、第24巻第10号 10～13 1921年5月 東京市労働課長
42 死の誘惑に負けるな 道話、第124号 9～14 1921年7月 東京市社会教育課長
43 欧州大戦と現代思潮 道、第159号 39～48 1921年7月 東京市社会教育課長
44 若き米人の夏季休養法 実業之日本、第24巻第15号 7～10 1921年8月 東京市社会教育課長
45 労資両者は誠意を披瀝せよ 実業之世界、第18巻第8号 58～59 1921年8月 東京市社会教育課長
46 社会生活と人格主義 小学校、第31巻第12号 2～4 1921年9月 東京市社会教育課長
47 社会生活と社会教育 社会事業、第5巻第6号 27～34 1921年9月 東京市社会教育課長
48 日本青年を毒する二つの偶像 実業之日本、第24巻第17号 41～43 1921年9月 東京市社会教育課長
49 社会教育の要諦 道話、第126号 14～21 1921年10月 東京市社会教育課長
50 我国女工の実際と其保護 道話、第127号 19～26 1921年11月 東京市社会教育課長
51 日本の現社会に対する余の熱望「人間の再生」 実業之日本、第24巻第22号 33～35 1921年11月 東京市社会教育課長
52 「道話」と別るるの記 道話、第128号 63～65 1921年12月 東京市社会教育課長
53 本誌募集中「青年の歌」に対する私の註文 実業之日本、第25巻第4号 38～39 1922年2月 東京市社会教育課長
54 満天下の青年に現在主義の新生活を提唱す 実業之日本、第25巻第10号 11～13 1922年5月 東京市社会教育課長
55 東京青年の責任 東京の青年 3 1922年6月 東京市連合青年団常務理事
56 新人の提唱す「新忠義道」 実業之日本、第25巻第13号 88～93 1922年7月 東京市社会教育課長
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57 夏と青年 東京の青年 2 1922年8月 東京市連合青年団常務理事
58 大乗的に奮闘の人へ 東京の青年 3 1922年9月 東京市連合青年団常務理事
59 社会改良の第一義と林間修養会の使命 調和、第135号 36～40 1922年9月 東京市社会教育課長
60 青年よ積極第一主義に生きよ 実業之日本、第25巻第18号 28～32 1922年9月 東京市社会教育課長
61 青年の歌 調和、第136号 19～24 1922年10月 東京市社会教育課長




63 運動生活化の宣伝 実業之日本、第25巻第21号 23～27 1922年11月 東京市社会教育課長
64 現代指導者の風格 道、第176号 38～44 1922年12月 東京市社会教育課長
65 日本人の引込思案 大横浜、第19巻、第12号 40～43 1922年12月
66 新時代の社会事業 社会事業、第6巻第12号 29～32 1923年3月 東京市社会教育課長
67 我等いづこに行く可き乎 調和、第139号 23～29 1923年1月 東京市社会教育課長
68 社会教育と子供 幼児教育、第23巻第2号 48～50 1923年2月 東京市社会教育課長
69 如何にして世に乗出すべきか 調和、第142号 15～21 1923年4月 東京市社会教育課長
70 この理解ある者は真剣となり熱誠湧く 実業之日本、第26巻第7号 8～13 1923年4月 東京市社会教育課長
71 模範青年表彰式に臨みて 雄弁、第14巻第4号 222～227 1923年4月 東京市社会教育課長
72 感激の泉涸れたり日本国民 雄弁、第14巻第6号 32～35 1923年6月 東京市社会教育課長
73 救世軍の権威山室軍平氏 雄弁、第14巻第6号 93～95 1923年6月 東京市社会教育課長
74 あらゆるものの生活化 道、第183号 28～34 1923年7月 東京市社会教育課長
75 学校教育の社会生活化（教育を生活にまで） 小学校、第35巻第8号 55～58 1923年7月 東京市社会教育課長
76 精神革命の秋 道、第186号 48～50 1923年12月
77 新生活の創造 最近思潮教育冬季講習録 397～462 1923年12月 東京市社会教育課長
78 精神的復興の急務 日本警察新聞、第590号 2 1923年12月 東京市社会教育課長
79 須らく創造者たれ 日本警察新聞、第591号 2 1924年1月 東京市社会教育課長
80 所有者たるより創造者たれ 実業公論、第10巻1月号 9～10 1924年1月 東京市社会教育課長
81 打出の小槌のやうな生活 よろこび、第2巻第1号 19～23 1924年1月 東京市社会教育課長
82 世界創造の歓喜に燃えよ 実業之日本、第27巻第1号 17～23 1924年1月 東京市社会教育課長
83 御母様とも呼たき婦人 婦人倶楽部、第5巻第1号 30～31 1924年1月 東京市社会教育課長
84 汝の立てる所を深く掘れ 雄弁、第15巻第2号 27～29 1924年2月
85 市民生活の機関を完備せしめよ 実業之世界、第21巻第2号 19～20 1924年2月 東京市社会教育課長
86 山登りの説 よろこび、第2巻第7号 18～20 1924年8月
87 若き妻の心得べき夫待遇法 婦人倶楽部、第5巻第8号 32 1924年8月 東京市社会教育課長
88 欧米視察者送別会席上にて 雄弁、第17巻第1号 400～402 1926年1月 宮崎市長
89 ままになる世の中 実業之日本、第30巻第15号 50 1927年8月 前東京市社会教育課長
90 私は何故饅頭屋を始めたか 実業之日本、第31巻第21号 44～46 1928年11月 前宮崎市長
91 市長から饅頭屋になつた私の所感こだはらない生活 主婦の友、第12巻第12号 39～41 1928年12月 饅頭屋欣多櫻主人
92 こだはらない人生 実業之日本、第32巻第3号 39～41 1929年2月
93 心の変化は境遇を変化す 雄弁、第22巻第10号 79 1931年1月
94 赤裸のアメリカを視る 実業之日本、第35巻第19号 152～155 1932年10月 米国
95 加州サンルイスの野菜王江藤為治氏 実業之日本、第35巻第21号 62～65 1932年11月 在米
96 「更生健康道」の新提唱 実業之日本、第36巻第7号 102～107 1933年4月 在米国
97 「更生健康道」の新提唱 実業之日本、第36巻第8号 74～77 1933年4月 新帰朝者
98 「更生健康道」の新提唱 実業之日本、第36巻第11号 68～71 1933年6月 新帰朝者
99 万年青年であり得る法 実業之日本、第36巻第12号 80～82 1933年6月
100 「大野間」清治先生を語る 雄弁、第25巻第4号 138～143 1934年4月
101 今日礼賛　非常時と青年 実業之日本、第38巻第2号 26～29 1935年1月 東京市市民館館長
102 質問に立往生 雄弁、第26巻1月号 270～271 1935年1月 東京市大塚市民館長
103 賀川君のことども 雄弁、第26巻9月号 14～15 1935年9月 淀橋区長
104 人生道場のチャンピオン 雄弁、第27巻6月号 303～304 1936年6月 東京市淀橋区長
105 お正月の餅が小さい 婦人倶楽部、第18巻第11号 303～304 1937年9月 淀橋区長
106 市民の総動員に就て 東京市町会時報、第2巻第7号 33～37 1938年 東京市市民動員部長
107 人の世に苦労はない 実業之日本、第41巻第1号 60～63 1938年1月
108 空襲下における都市の防衛に就て 帝都消防、第14巻第101号 12～15 1938年7月 東京市市民動員部長、東京市理事、東京消防研究会講演要旨
109 勝鬨橋の開通と東京港 東京港、第4巻第5号 3 1940年6月 東京市港湾局長
110 東京高雄間定期客船航路開通に就て 東京港、第5巻第3号 2～3 1941年3月 東京市港湾局長
111 東京湾の過去を顧みて将来を想ふ 港湾、第19巻第6号 1～2 1941年6月 東京市港湾局長
112 東京開港まで 東京港、第5巻第5号 2～3 1941年6月 東京市港湾局長
113 鼎談　戦争とサラリーマン生活（出席者高橋弥太郎、
河路寅三）
実業之日本、第45巻第2号 52～57 1942年1月 東京市経済局長
114 開港するまでの追想 東京港、第6巻第3号 21～24 1942年3月 東京市経済局長
115 回想の人々 東京港、第6巻第5号 15～18 1942年5月 東京市経済局長
116 建設途上のビルマ 南洋、第30巻第8号 2～5 1944年8月 前陸軍市政長官
117 アメリカの学生気質 実業之日本、第49巻第2号 47 1946年2月 東京都水産業会会長
118 さかな談義 実業之日本、第49巻第9号 52～53 1946年9月 東京魚類統制株式会社会長
119 ハガキ回答私の住ひ 実業之日本、第50巻第8号 26 1947年8月 水産物統制会社会長
120 顔をひろくする法 オール生活、第7巻第5号 16～17 1952年5月 全国知事会事務局長
121 わが国地方制度改革の方向について 都市問題、第44巻第1号 112～120 1953年1月 全国知事会事務局長
122 他山の石米国の思出 都道府県展望、創刊号 56～57 1958年9月 全国知事会事務局長
大迫元繁の社会教育論の研究
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Motoshige Osako’s Theory of Social Education: 




This thesis was undertaken to discuss the development of Motoshige Osako’s theory of 
social education from the late 1910s to the early 1920s. To accomplish this purpose, this 
thesis primarily focuses on his oversea study in America and his reception of the concept 
of democracy. He resigned his position as a Professor of English at Keio University and took 
up the designation of the head of the social education section of Tokyo. His articles and 
books were collected and analysed by the author of this thesis, and the following results are 
derived from the investigation.
First, Osako went to America and studied at Columbia University. His observations 
and experiences at the university helped him in developing the theoretical framework 
through which he described social education.
Second, he attached great importance to democracy and understood that personalism 
was the essence of democracy. Further, he also cognised the reason for the existence of 
social education in integrating individual and social lives. He discovered the inherent nature 
of social education and elucidated several problems pertaining to school education.
Third, he asserted that the youth should always do their best. He criticized the spiritual 
advancement of the Orient, which was contrary to real life, and advocated the application 
of positivism, which was the best viewpoint of the West, to youth education.
Recently, the role and uniqueness of social education is being questioned. However, 
Osako’s theory of social education adopts an international perspective and offers suggestions 
that are valuable for our increasingly globalising world.
Keywords: Motoshige Osako, positivism, personalism, democracy, Professor at Keio 
University, head of the social education section in Tokyo 
